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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 935,933 △4.4 13,672 63.7 24,694 30.3 12,637 ―

22年3月期第3四半期 978,560 △11.2 8,352 △58.2 18,956 △39.0 △10,475 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 32.03 32.03
22年3月期第3四半期 △26.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 1,271,727 427,060 32.7 1,053.33
22年3月期 1,238,006 425,120 33.4 1,049.09

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  415,559百万円 22年3月期  413,861百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成23年2月10日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,240,000 △4.0 9,000 115.4 24,500 24.2 15,000 ― 38.02



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績等に影響を及ぼす可能性のある重要な要因には、当社グループを取り巻く
需要動向、為替レートの変動、公的規制、自然災害・事故等がありますが、これらに限られるものではありません。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 394,624,034株 22年3月期  394,584,474株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  102,054株 22年3月期  89,621株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 394,514,184株 22年3月期3Q 389,798,555株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日～平成22年12月31日)におけるわが国経済を取り巻く環境は、

円高やデフレの継続で、生産･輸出の回復も限定的なものとなりました。雇用や個人消費は下げ止まり傾向が見

られるものの、依然として本格的な回復には時間を要するものと思われます。 

百貨店業界におきましては、平成22年10月の売上高が平成20年２月より32ヶ月ぶりに前年を上回るなど、下

げ止まりの兆候が見られました。しかし、消費者の低価格・節約志向が定着する中で、百貨店各社は収益性を

高めるため、営業終了や業態転換を始めとする構造改革や、ビジネスモデルの改革を引き続き進めています。 

このような状況の下、当社グループは「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、お客さまの生活の

中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパート

メントストアとなり、高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」の実現に向け、三越伊勢丹

グループ３ヶ年計画のローリングを行いました。３つの戦略骨子(Ⅰ顧客接点の再強化とお取組先との関係の見

直し、Ⅱグループ基盤整備と構造改革の推進、Ⅲ成長事業の育成)を進化、深堀りし、売上高の伸張が厳しい中

でも確実に利益を確保する仕組み作りを前倒しして推進しております。 

以上の取組みにより、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は935,933百万円（前年同四半期比

4.4％減）、営業利益は13,672百万円（前年同四半期比63.7％増）、経常利益は24,694百万円（前年同四半期比

30.3％増）、四半期純利益は12,637百万円（前年同四半期23,112百万円の増加）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 百貨店業 

中核の百貨店業におきましては、三越日本橋本店および伊勢丹本支店において売上高が回復基調にありま

す。また、三越銀座店は平成22年９月11日の増床オープン以降、連日多くのお客さまにご来店いただいてお

りますが、特に地方において、経済が改善の兆しを見せず売上低迷が続き、各社、各店においてコスト削減

を進め、減収増益となりました。 

なお、三越地方各店舗は、地元に密着した最適な営業施策を迅速に推進できる体制を整えるため、平成22

年４月に地域事業会社として分社化いたしました。また、新潟エリアにおいては株式会社新潟三越伊勢丹が

スタートし、新潟伊勢丹と新潟三越を運営しております。福岡においても、平成22年10月１日からは株式会

社岩田屋三越（以下岩田屋三越）が、岩田屋本店、福岡三越、岩田屋久留米店を運営しております。 

また、株式会社三越および三越の地方店舗において、伊勢丹の情報システムとの統合と、グループカード

の運営を平成22年４月に開始しました。これにより三越伊勢丹グループ共通の営業業務基盤が整ったこと

で、今後はシステムを活用したＭＤ業務の定着、効率運用を進め、お客様のご期待を上回る品揃えとサービ

スを実現し、顧客満足最大化を目指してまいります。 

なお、平成23年４月には株式会社三越伊勢丹、株式会社札幌丸井三越が運営を開始いたします。これによ

り、百貨店事業の再編が完了いたします。 

海外については、成長が期待できる中国･東南アジア地域において百貨店事業を拡大することで、グループ

全体に貢献する収益基盤の構築を目指しております。中国･東南アジア各国では景気が回復し、増収増益とな

っております。 
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この結果、売上高は870,690百万円、営業利益は14,075百万円となりました。 

なお、平成22年11月にシンガポール６店舗目となるセラングーン店をオープンしました。また、平成24年

には中国に５店舗目となる天津２号店を出店予定です。 

 

② クレジット・金融・友の会業 

クレジット・金融・友の会業におきましては、株式会社エムアイカードは平成22年４月発行の新三越カー

ド、10月発行の岩田屋三越、株式会社札幌丸井今井、株式会社函館丸井今井各社の新カード利用開始により

グループ店舗全体で共通のサービスを提供できる体制を整えました。グループカード発行増に伴う百貨店・

外部利用手数料収入の増加により増収となりましたが、カード発行にかかる一時費用が発生したことにより

減益となりました。 

また、株式会社エムアイ友の会は、平成22年10月１日付で岩田屋友の会株式会社を吸収合併することで、

グループ全体の友の会運営を一元化し、友の会のお買物カードやお買物券の相互利用を可能といたしまし

た。また、平成23年２月１日からは、若い年齢のお客さまにもより気楽にご利用いただける「６ヶ月積立 

Ki-Ra-Kuコース」の募集を開始することで、友の会のさらなる利便性の向上と会員拡大を図ってまいりま

す。 

この結果、売上高は17,374百万円、営業損失は2,363百万円となりました。 

 

③ 小売・専門店業 

小売・専門店業におきましては、スーパーマーケット業の株式会社クイーンズ伊勢丹が、お客さまのご要

望にお応えする品揃えや販売施策によるお客さま満足の向上と、運営の効率化に取り組みました。 

この結果、売上高は42,644百万円、営業損失は79百万円となりました。 

 

④ 不動産業 

不動産業におきましては、平成22年４月に、ビル管理業の株式会社伊勢丹ビルマネジメントサービスの株

式を、株式会社伊勢丹から当社に移管し、株式会社三越伊勢丹ビルマネジメントに名称変更し、営業支援業

務の構築に取り組みました。 

この結果、売上高は24,128百万円、営業利益は1,416百万円となりました。 

 

⑤ その他 

その他におきましては、物流業の株式会社三越伊勢丹ビジネス・サポート、人材サービス業の株式会社三

越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ等の営業支援機能を担うグループ会社が、生産性の高い業務基盤の

構築に取り組みました。 

この結果、売上高は65,897百万円、営業利益は1,944百万円となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,271,727百万円となり、前連結会計年度末に比べ33,721百万円増加

しました。これは主に、季節要因による売掛金の増加や、三越銀座店の増床オープンなどに伴い有形固定資産

が増加したことなどによるものです。 

負債合計では844,667百万円となり、前連結会計年度末から31,782百万円増加しました。これは主に、季節要

因による買掛金の増加などによるものです。 

また、純資産は427,060百万円となり、前連結会計年度末から1,939百万円増加しました。これは主に、利益

剰余金が増加したことなどによるものです。 

 

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前第３四半期連結会計期間末に比べて2,011百

万円減少し、33,600百万円となりました。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間と比べて収入が35,693百万円増加し、

56,631百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が増加したことなどによるものです。 

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間と比べて支出が7,678百万円増加し、

30,508百万円の支出となりました。これは主に、三越銀座店の増床オープンなどに伴い、有形固定資産の取得

による支出が7,079百万円増加したことなどによるものです。 

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前第３四半期連結累計期間と比べて収入が32,043百万円減少し、

29,388百万円の支出となりました。これは主に、社債の発行による収入があった一方、借入金の返済による支

出があったことなどによるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、当第３四半期の業績を踏まえ、営業利益、経常利益及び当期純利益は経費

削減の進捗状況を勘案し、前回予想を増額変更しております。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１.棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 

２.固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

 

３.税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

１.資産除去債務に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が175百万円減

少し、税金等調整前四半期純利益が5,698百万円減少しております。 

 

２.「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響は

軽微であります。 
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３.企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関

する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準

第16号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会

計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

 

（表示方法の変更） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則

等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計

期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

 

（追加情報） 

重要な繰延資産の処理方法 

社債発行費 

第２四半期連結会計期間において新規に社債を発行したことで社債発行費が計上されたことに伴い、「繰

延資産の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年８月11日実務対応報告第19号）

に基づき、第２四半期連結会計期間より社債発行費は償還までの期間にわたり定額法により償却しておりま

す。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 33,889 37,682

受取手形及び売掛金 118,588 97,314

有価証券 698 567

商品及び製品 63,098 56,412

仕掛品 138 80

原材料及び貯蔵品 1,133 1,161

その他 47,720 34,975

貸倒引当金 △3,126 △2,941

流動資産合計 262,140 225,252

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 196,949 172,609

土地 538,287 537,609

その他（純額） 22,729 33,692

有形固定資産合計 757,966 743,910

無形固定資産   

のれん 1,430 1,762

その他 47,349 46,342

無形固定資産合計 48,780 48,104

投資その他の資産   

投資有価証券 89,839 94,798

その他 114,919 127,995

貸倒引当金 △2,020 △2,055

投資その他の資産合計 202,738 220,738

固定資産合計 1,009,484 1,012,753

繰延資産   

社債発行費 102 －

繰延資産合計 102 －

資産合計 1,271,727 1,238,006
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 146,301 94,940

短期借入金 15,846 85,683

未払法人税等 7,047 5,529

商品券回収損引当金 17,673 20,710

引当金 7,454 11,767

その他 246,395 220,395

流動負債合計 440,718 439,026

固定負債   

社債 24,000 －

長期借入金 91,000 71,600

繰延税金負債 193,819 194,106

退職給付引当金 45,432 46,672

引当金 38 61

負ののれん 29,777 39,703

その他 19,881 21,714

固定負債合計 403,949 373,858

負債合計 844,667 812,885

純資産の部   

株主資本   

資本金 50,043 50,024

資本剰余金 325,003 324,984

利益剰余金 57,690 49,473

自己株式 △93 △81

株主資本合計 432,643 424,399

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,309 125

繰延ヘッジ損益 5 16

為替換算調整勘定 △13,779 △10,680

評価・換算差額等合計 △17,083 △10,538

新株予約権 864 941

少数株主持分 10,635 10,317

純資産合計 427,060 425,120

負債純資産合計 1,271,727 1,238,006
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 978,560 935,933

売上原価 705,305 673,837

売上総利益 273,255 262,096

販売費及び一般管理費 264,902 248,423

営業利益 8,352 13,672

営業外収益   

受取利息 591 591

受取配当金 645 581

負ののれん償却額 9,966 9,925

持分法による投資利益 1,673 2,306

その他 3,339 2,524

営業外収益合計 16,216 15,929

営業外費用   

支払利息 1,658 1,333

固定資産除却損 601 751

その他 3,353 2,822

営業外費用合計 5,613 4,907

経常利益 18,956 24,694

特別利益   

固定資産売却益 121 －

投資有価証券売却益 896 619

関係会社清算益 － 54

特別利益合計 1,017 673

特別損失   

固定資産売却損 － 151

固定資産処分損 708 －

投資有価証券売却損 － 7

投資有価証券評価損 1,531 339

関係会社整理損 431 290

構造改革損失 38,758 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,522

その他 982 －

特別損失合計 42,413 6,310

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△22,440 19,058

法人税等 △12,438 5,776

少数株主損益調整前四半期純利益 － 13,281

少数株主利益 473 644

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,475 12,637
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△22,440 19,058

減価償却費 17,006 16,918

負ののれん償却額 △9,966 △9,925

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,061 △4,595

貸倒引当金の増減額（△は減少） 423 149

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,791 △874

受取利息及び受取配当金 △1,236 △1,172

支払利息 1,658 1,333

持分法による投資損益（△は益） △1,673 △2,306

固定資産処分損益（△は益） 708 903

投資有価証券売却損益（△は益） △896 △611

投資有価証券評価損益（△は益） 1,531 339

関係会社整理損 431 290

構造改革損失 38,758 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,522

売上債権の増減額（△は増加） △14,941 △27,272

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,938 △6,799

仕入債務の増減額（△は減少） 34,505 51,575

未払費用の増減額（△は減少） 1,086 3,381

未払金の増減額（△は減少） 14,974 17,815

その他 △6,838 △1,854

小計 34,300 61,874

利息及び配当金の受取額 3,628 2,540

利息の支払額 △1,461 △910

法人税等の支払額 △3,033 △4,767

特別退職金の支払額 △12,495 △2,105

営業活動によるキャッシュ・フロー 20,937 56,631

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △246 △132

有形固定資産の取得による支出 △16,636 △23,715

有形固定資産の売却による収入 399 474

無形固定資産の取得による支出 △1,534 △3,788

投資有価証券の取得による支出 △219 △4,444

投資有価証券の売却による収入 1,543 1,351

事業譲受による支出 △13,125 －

敷金及び保証金の回収による収入 2,754 3,743

その他 4,235 △3,996

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,830 △30,508
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 41,127 △43,437

長期借入れによる収入 30,000 23,000

長期借入金の返済による支出 △72,560 △30,000

社債の発行による収入 － 23,887

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 10,000 2,000

配当金の支払額 △5,383 △3,920

その他 △529 △918

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,654 △29,388

現金及び現金同等物に係る換算差額 98 △499

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 861 △3,766

現金及び現金同等物の期首残高 34,749 37,366

現金及び現金同等物の四半期末残高 35,611 33,600
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 

 
百貨店業 

(百万円) 

クレジッ
ト・金融業

(百万円)

小売・専門
店業 

(百万円)

友の会事業

(百万円)

その他事業

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する 
売上高 

907,388 6,927 38,118 202 25,923 978,560 － 978,560

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

357 3,917 7,161 3,295 70,181 84,913 (84,913) －

計 907,746 10,845 45,279 3,497 96,104 1,063,474 (84,913) 978,560

営業利益又は営業損失
（△） 

9,110 △116 △71 △1,861 1,235 8,297 54 8,352

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主要な内容 

(1) 百貨店業………………………衣料品、身廻品、雑貨、家庭用品、食料品等の販売 

(2) クレジット・金融業…………クレジットカード、貸金、損害保険代理、生命保険募集代理 

(3) 小売・専門店業………………婦人服、食料品、衣料雑貨、家庭用品等の販売 

(4) 友の会事業……………………友の会運営 

(5) その他事業……………………不動産管理業、製造・輸出入等・卸売業、物流業、総合人材サービス業、情

報処理サービス業等 

３ (1)百貨店業における有形固定資産の減価償却方法に関して、第１四半期連結会計期間より、建物附属設備

は定額法に、構築物は定率法に統一することとしました。この変更に伴い、従来の方法によった場合と

比較して、営業利益は1,717百万円増加しております。 

(2)友の会事業は、前第３四半期連結会計期間まで「その他事業」に含めておりましたが、当該事業の営業

損失割合が営業損失の生じているセグメントの営業損失の合計額の10％を超えたため、前連結会計年度

末より「友の会事業」として区分表示することに変更しました。なお、前第３四半期連結累計期間の

「その他事業」に含まれる「友の会事業」の売上高は3,743百万円(内、外部顧客に対する売上高は287百

万円)、営業損失は2,137百万円であります。 

 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号  平成20年３

月21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは百貨店業を中心に事業別のセグメントから構成されており、サービス内容・経済的特徴を考慮し

た上で集約し、「百貨店業」、「クレジット・金融・友の会業」、「小売・専門店業」、「不動産業」を報告セグ

メントとしております。 

「百貨店業」は、衣料品・身廻品・雑貨・家庭用品・食料品等の販売を行っております。「クレジット・金融・

友の会業」は、クレジットカード・貸金・損害保険代理・生命保険募集代理・友の会運営等を行っております。

「小売・専門店業」は、婦人服・食料品・衣料雑貨・家庭用品等の販売を行っております。「不動産業」は、不動

産賃貸・建物内装・ビルメンテナンス等を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 

 

（単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他
(注)１

合計 
調整額
(注)２ 

四半期連
結損益計
算書計上

額 
(注)３

百貨店業 

クレジッ
ト・金
融・友の
会業 

小売・専
門店業

不動産業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 870,492 7,517 35,171 10,152 923,333 12,600 935,933 － 935,933

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

198 9,857 7,473 13,976 31,505 53,296 84,802 △84,802 －

計 870,690 17,374 42,644 24,128 954,838 65,897 1,020,735 △84,802 935,933

セグメント利益又は損
失（△） 

14,075 △2,363 △79 1,416 13,049 1,944 14,994 △1,321 13,672

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製造・輸出入等・卸売業、物流

業、人材サービス業、情報処理サービス業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額△1,321百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報
株式会社 三越伊勢丹ホールディングス　

１．実績について

① 累計期間（平成22年4月1日～平成22年12月31日） （単位：百万円、％）

実績 前年 前年差 前年比

平成23年2月10日

平成23年3月期 第3四半期決算のポイント

実績 前年 前年差 前年比

売上高 935,933 978,560 ▲ 42,627 95.6

営業利益 13,672 8,352 5,320 163.7

経常利益 24,694 18,956 5,738 130.3

四半期純利益 12,637 △ 10,475 23,112 -

② 四半期単位 （単位：百万円、％）

第1四半期 第2四半期 第3四半期

実績 前年比 実績 前年比 実績 前年比

売上高 289,239 94.4 290,681 93.5 356,012 98.5

営業利益 1,634 - △ 717 - 12,755 145.3

経常利益 5,820 130.6 2,772 115.0 16,101 133.2

四半期純利益 △ 795 - 1,208 400.9 12,224 -四半期純利益 , ,

2．決算の概況（平成22年10月1日～平成22年12月31日）

● 売上高

国内百貨店業合計の売上高前年比は95.3%となりました。伊勢丹の前年比は96.7%（既存店100.9%）、三越の
前年比は102.4%と前年を上回る水準で推移しました。地方百貨店では新潟三越伊勢丹が前年比102.7%と前
年を上回りました。

海外百貨店業については、中国・東南アジア地域において景気が回復しつつあり、昨年3月にリモデルオ－

・

・

● 営業利益

海外百貨店業については、中国 東南アジア地域において景気が回復しつつあり、昨年3月にリモデルオ
プンした上海梅龍鎮が売上高前年比134.0%と前年を上回るなど、海外百貨店業合計の売上高前年比は
112.1%となりました。

売上総利益は、売上高の減少により前年に比べて7億円減少しましたが、販売費及び一般管理費は経費削
減の取り組みにより46億円減少し、営業利益は127億円と39億円の増益となりました。

うち、百貨店業のセグメント利益は、116億円と前年に比べ31億円の増益となりました。

・

・

・

● 経常利益

● 四半期純利益

負ののれん償却額33億円を含む営業外収益を47億円計上、営業外費用を13億円計上した結果、営業外損
益は33億円のプラスとなり、経常利益は161億円と前年に比べて40億円の増益となりました。

当第3四半期においては大きな特別損益はありません。

・

・

・

・

・

３．業績予想について（平成22年4月1日～平成23年3月31日） （単位：百万円、％）

今回予想 前回予想 予想差 前期実績 前期差 前期比

（H23/2/10発表） （H22/11/9発表） （平成22年3月期）

売上高 1,240,000 1,240,000 0 1,291,617 ▲ 51,617 96.0

営業利益 9,000 4,500 4,500 4,177 4,822 215.4

経常

・

・

・

・

・

経常利益 24,500 20,000 4,500 19,730 4,769 124.2

当期純利益 15,000 12,000 3,000 △ 63,521 78,521 -

（変更理由）

業績予想の修正については、本日（平成23年2月10日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照し
てください。

・

・

・

・

・

・

㈱三越伊勢丹ホールディングス(3099)　平成23年3月期第3四半期決算短信
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